
登米高通信 
将来にわたって活躍できる土台を備え， 

地域を支える人材を育成する高校 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

６月２５日（土）～２６日（日）の２日間，栗原登米

地区高校７校が参加する総合文化祭が，若柳総合文化セ

ンターを会場に開催されました。「PIECEをつなげて ピ

ースでＰＥＡＣＥ」のテーマの下，来年度開催される全

国総文祭実施のリハーサル年と位置付け，例年以上に工

夫をこらし，各校がそれぞれの技を競い合いました。 

 本校からは，軽音楽部，吹奏楽部，写真部，美術部，

茶華道部が参加出展し，日頃の練習成果を発揮しました。 

 

 

 

 

美術部 

佐々木優香

さん 

優秀賞受賞 

「春夏秋冬」 

 

 

 

 

 

写真部 

阿部成華 

さん 

金賞受賞 

「月光」 

 

 

 

 

 

 

軽音楽部 

ｆlap 

によるバ

ンド演奏 

 

本校商業科では，商業学習のまとめとして，地域の産業社会

での実際の商業活動と結び付けながら，最新の知識と技術を習

得する目的で，６月２８日から３０日までの３日間，登米市内

でインターンシップを実施し，さまざまな体験をしました。 

 民間のホ

テルや印

刷所，保育

所や消防

署など、自

分の進路

希望等に

沿った就

業体験を

しました。 

この３日間の体験を通じて，働くことの厳しさや楽しさや，

自ら学び自立する意欲を育てることも，大きな目標の１つです。

４１名の生徒たちは，市内の１７事業所に分かれ，実際の業務

に携わる貴

重な体験を

しました。閉

科となる商

業科として

は，「最後の

インターン

シップ」とな

りました。 

登米自動車 

整備での体験 

 

６月２７日（月）、第１回目

の学校評議員会が開催されま

した。授業参観後，５名の評議

員の委嘱，職員との意見交換，

本校の今後に対する活発なご

意見を頂くことができました。 

宮城県登米高等学校 

〒987－0702 

登米市登米町寺池桜小路 3 

TEL 0220（52）2670 

FAX 0220（52）2671 

本校へのご意見をお寄せ下さい！ 

   
生徒会長        

   
生徒会長        

文化の祭典開催 

栗原登米 総合文化祭 

 

《平成２８年７月号》 

平成２８年７月１３日 校訓  誠 実  勤 勉  進 取 



 

６月１７日から福島県各所で開催された東北大会に，

登高魂でソフトテニス女子個人とカヌー部が挑みました。 

①会津若松市で行われたソフトテニス競技東北大会には，

３年小野寺優菜・畠山佳子ペアが出場，五所川原商業高

木村・高橋ペアと対戦し，結果２－４で惜敗でした。 

同ペアは，引き続

き６月末に行わ

れた国体２次予

選にも挑み，リー

グ戦１位通過で

３次予選にコマ

を進めました。３

次予選に進んだ

のは，東北，聖

和の２強と，登

米高ペアで公立

高としての実力

を大いに示しま

した。国体出場

権には届きませ

んでしたが，登

米高ペアの大健

闘を讃えたい。 

国体３次予選開会式 登米高ペア（左から２列目） 

②二本松市で行われたカヌー競技には，３年男女が各種

目に挑みました。Ｋ－１で橋沼新選手が３位入賞，ＷＫ

－１で加藤美奈選手が 5 位入賞を果たしました。またＷ

Ｋ―２で加藤・西崎組が４位，ＷＫ－４で加藤・西崎・

山内・佐々木組が４位という大健闘でした。 

東北大会を終えて         橋沼 新 

今大会では，昨年度惜しくも敗れた選手に大差で勝ち

３位で表彰台に上がることが出来ました。しかし，１位

２位との差は大きく，満足できる結果ではありませんで

した。東北大会では嬉しさよりも，まだ勝たなければな

らない選手がいるという，次の目標が明確になりました。

さらに実力を付け，トレーニングを積み重ねていきたい

と思います。 

 
同窓会長 佐々木康明様から，カヌー部の活躍に対し，

７月５日，ペア艇の目

録贈呈式が行われまし

た。これまで本校では

他校のペア艇を借用し

て大会出場してきまし

たが，今後は最新の自

校艇で出場できます！ 

 

公職選挙法等の一部を改正する法律が成立し、6 月 19

日に施行されました。満 18 歳以上満 20 歳未満の人に

選挙権が与えられ、18 歳となった高校３年生も選挙に参

加することとなりました。先日７月 10 日（日）に行わ

れた参議院議員選挙が初の適応となりました。 

及川大樹君，

狩野悠吾君ら，

選挙管理委員４

名が，登米市選

管の事前講習を

受け，登米市迫

庁舎で行われた

実際の期日前投

票所での選挙用

紙交付事務を１

日務めました。参加した鈴木万里奈さん（３年）は，「18

歳になって選挙権を得たことで，社会の将来を担う年齢

になったという実感が出てきた」と述べていました。 

選挙事務に携わって     後藤  星（３年） 

先日，選挙事務体験を行いました。私が担当したのは，

投票用紙を交付するという役割で，機械操作や有権者へ

の話し方など気を遣いながら行いました。初めは慣れな

い作業で不安でしたが，職員の方の丁寧な対応と和やか

な会話が私の緊張をほぐしてくれました。今回の体験で，

更に選挙への関心が高まり，公務員志望の私にとっては，

職員の実際の仕事に触れられたことがとても貴重な体験

となりました。微力ではありましたが，少しでも市民の

お役に立てたとしたら嬉しいです。 

 

 

６月２８日，カヌー世界ジュニア選手権に出場する加藤

美奈選手が登米市役所を訪れ，布施市長にこれからの活

躍を誓いました。加藤選手は，７月末にベラルーシで行

われる世界ジュニア選手権と，９月にハンガリーで行わ

れるオリンピックホープスの２つの世界大会に出場しま

す。市役所にもお祝いの横幕が飾られました。７月８日

には，同じく宮城県庁を訪れ，山田副知事と高橋教育長

への表敬訪問を

行いました。当

日の様子は，県

内のテレビニュ

ースでも取り上

げられました。

ガンバレ、加藤

美奈選手！！ 


